
（
沙
羅
双
樹
の
間
）

世
尊
の
最
後
の
言
葉

比
丘
ら
に
最
後
の
質
問
を
う
な
が
す

阿
難
に
語
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
最
後
の
言
葉

ス
バ
ッ
ダ
の
三
帰
依

八
聖
道
を
ス
バ
ッ
ダ
に
説
く

阿
難
の
四
希
有
法
を
比
丘
ら
に
語
る

比
丘
ら
に
語
る

悲
泣
す
る
阿
難
に
向
っ
て
の
言
葉

茶
毘
・
讃
塔
の
遺
教

四
つ
の
信
仰
心
を
起
す
べ
き
処

諸
天
に
つ
い
て
の
言
葉

真
実
の
供
養
の
教

チ
ュ
ン
ダ
の
悔
心
を
排
除
す
る
言
葉

二
時
に
如
来
の
皮
膚
は
輝
や
く

福
貴
ブ
ッ
ク
サ

の
三
帰
依

チ
ュ
ン
ダ
の
供
養
食
に
中
毒
し
た
時
の
言
葉

四
大
法
句
の
教
示

四
法
（
戒
・
定
・
慧
・
解
脱
）
の
教

ヴ
ェ
サ
ー
リ
ー
に
お
け
る
言
葉

法
（
八
聖
道
ほ
か
）
の
教
と
比
丘
等
へ
の
般
涅
槃
の
告
げ

壊
法
・
捨
命
住
寿
　
般
涅
槃
の
教

般
涅
槃
の
告
げ
の
後
の
阿
難
と
の
問
答

地
震
出
現
の
八
因
縁

般
涅
槃
の
告
げ
と
捨
命
住
の
数

世
尊
の
言
葉
（
遮
婆
羅

チ
ャ
ー
パ
ー
ラ

廟
は
楽
し
・
一
劫
以
上
存
続
の
謎
）

握
拳
は
無
い
・
無
相
心
三
昧
・
自
燈
明
・
法
燈
明
の
教

雨
安
居
に
お
け
る
病
の
時
の
思
い

正
念
・
正
知
の
教

法
鏡
と
名
づ
け
る
法
門
の
教
示

四
聖
諦
の
教

智
慧
あ
る
人
は
す
で
に
渡
り
終
わ
る

破
戒
者
の
五
過
患
と
持
戒
者
の
ご
利
益
の
教

法
の
仕
組
み
を
知
っ
て
い
る

比
丘
ら

阿
　
難

ス
バ
ッ
ダ

比
丘
ら

阿
　
難

阿
難
（
チ
ュ
ン
ダ
）

阿
　
難

チ
ュ
ン
ダ

比
丘
ら

阿
　
難

比
丘
ら

阿
　
難

魔
・
阿
難

阿
　
難

阿
　
難

世
尊
の
思
い

比
丘
ら

阿
　
難

比
丘
ら

無
問
自
説

優
婆
塞
ら

舎
利
弗
と
の
問
答

ク
シ
ナ
ー
ラ
ー

パ
ー
ヴ
ァ
ー
近
く

パ
ー
ヴ
ァ
ー

ア
ー
ナ
ン
ダ
廟

バ
ン
ダ
村

ヴ
ェ
サ
ー
リ
ー

大
林
の
重
閣
講
堂

チ
ャ
ー
パ
ー
ラ
廟

竹
林
村

ア
ン
バ
パ
ー
リ
林

ナ
ー
デ
ィ
カ
煉
瓦
堂

コ
ー
テ
ィ
村

恒
河
を
渡
る

パ
ー
タ
リ
村

ナ
ー
ラ
ン
ダ

を

っ
て

る

戒
・
定
・
慧
の
教

七
（
六
）
不
衰
退
法

七
不
衰
退
法

内
　
　
　
　
　
　
　
　
容

と

比
丘
ら

阿
難
・
禹
舎
大
臣

聞
　
　
　
者

ナ
ー
ラ
ン
ダ

霊
鷲
山

王
舎
城
講
堂

霊
鷲
山
と
　
こ
　
ろ

【
資
料
２
】
大
般
涅
槃
経
﹇
遊
行
経
﹈
の
組
織

信

―
―
―

こ
の
よ
う
に

通
　
序

聞

―
―
―

私
に
よ
っ
て
聞
か
れ
て
い
ま
す
（
私
は
聞
い
て
い
ま
す
）

序
説

時

―
―
―
（
感
応
相
称
の
）
一
時

別
　
序

教
　
主
―

世
尊

般
涅
槃

処

―
―
―

霊
鷲
山
〜
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー

ま
で

同
聞
衆
―

阿
難
ほ
か
縁
に
応
じ
て
の
人
々

遊
行
前
の
法
話

﹇
最
後
の
遊
行
に
旅
立
つ
﹈

大
般
涅
槃
経

最
後
の
遊
行
に

﹇
遊
行
経
﹈

正
説

お
け
る
法
話

世
尊
の
般
涅
槃
の
状
態

世
尊
の
般
涅
槃
の
と
き
の
諸
偈
と
比
丘
ら
の
言
葉

世
尊
の
荼
毘

世
尊
の
舎
利
の
分
配

流
通
説
―
―
―

略
﹇
か
く
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
﹈

前
三
八
六

二

一
五

八
〇

六
〇頃

帝
釈
天

の
偈

般
涅
槃

最
後
の

言
葉

最
後
の

遊
行

捨
命
住

寿
三
帰
依

荼
毘

讃
塔

七
不
衰

退
法

誓
願
に

つ
い
て

の
法
話

中
・
無

明
縁
起

の
教
法

正
覚
の

告
げ

四
聖
諦

の
教
法

「
実
に
諸
行
は
無
常
で
あ
る
。
生
滅
す
る
こ
と
を
法
と
し
て
も
っ
て
い
る
。
生
じ
お
わ
っ
て

滅
す
る
。
そ
れ
ら
生
滅
の
寂
滅
は
安
楽
で
あ
る
。﹇
諸
行
無
常
・
是
生
滅
法
・
生
滅
滅
已
・

寂
滅
為
楽
﹈

無
余
依
涅
槃
界
に
般
涅
槃
す
る
。
般
涅
槃
後
荼
毘
に
付
し
舎
利
は
八
分
さ
れ
瓶
と
灰
の
十
の

讃
塔
あ
り
。

「
諸
行
は
衰
滅
す
る
こ
と
を
法
と
し
て
い
る
。
不
放
逸
を
も
っ
て
完
全
に
向
か
っ
て
歩
め
よ
」

「
自
燈
明
・
法
燈
明
・
自
帰
依
・
法
帰
依
」
を
語
る
。

「
阿
難
よ
、
実
に
今
日
、
こ
の
今
チ
ャ
ー
バ
ー
ラ
廟
に
お
い
て
、
正
念
正
知
の
如
来
に
よ
っ

て
、
寿
の
中
の
行
の
方
面
が
捨
さ
れ
た
」「
捨
命
住
寿
」﹇
遊
行
経
﹈（
チ
ュ
ン
ダ
の
供
養
食

で
病
と
な
る
）

「
般
涅
槃
に
あ
た
り
釈
尊
自
身
の
生
誕
・
成
道
・
転
法
輪
・
捨
命
住
寿
・
般
涅
槃
を
思
う
」

「
世
尊
、
こ
の
私
は
、
世
尊
に
帰
依
し
ま
す
。
そ
し
て
法
と
僧
伽
に
帰
依
し
ま
す
」﹇
福
貴

（
プ
ッ
ク
サ
）
・
須
跋
（
ス
バ
ッ
ダ
）﹈

「
荼
毘
・
讃
塔
の
遺
教
」

七
（
六
）
不
衰
退
法
に
つ
い
て
語
り
、
つ
い
で
正
見
を
語
り
、
三
学
（
戒
・
定
・
慧
）
を
説

き
、
慧
を
最
上
と
し
、「
慧
に
お
い
て
修
せ
ら
れ
た
心
は
無
明
か
ら
全
く
解
脱
す
」
と
語
る
。

「
法
の
談
話
と
聖
黙
」
に
つ
い
て
語
る
。
つ
い
で
「
聖
な
ら
ざ
る
願
望
」
と
「
聖
な
る
願
望
」

に
つ
い
て
語
り
、
比
丘
ら
の
心
に
聖
願
を
喚
起
さ
せ
て
、
そ
の
成
満
に
導
く
た
め
に
自
分
自

身
が
若
い
日
に
内
な
る
「
聖
な
る
願
望
」
に
う
な
が
さ
れ
て
出
家
し
、
つ
い
に
そ
れ
が
成
満

さ
れ
「
私
は
無
上
安
穏
涅
槃
を
希
求
し
て
そ
れ
に
到
達
し
た
」
と
語
り
、
更
に
「
等
正
覚
の

如
来
」
と
し
て
こ
こ
に
現
存
し
て
い
る
自
身
の
全
体
を
述
懐
的
・
告
白
的
に
語
る
。

「
世
間
の
集
起
を
如
実
成
に
正
慧
も
て
見
る
ひ
と
に
は
、
世
間
に
お
い
て
無
が
な
く
な
る
。

世
間
の
滅
を
如
実
成
に
正
慧
も
て
見
る
ひ
と
に
は
、
世
間
に
お
い
て
有
が
な
く
な
る
。『
一

切
の
も
の
が
有
る
』
と
い
う
の
は
一
つ
の
極
端
（
一
辺
）
で
あ
る
。『
一
切
の
も
の
は
無
い
』

と
い
う
の
は
他
の
極
端
（
第
二
辺
）
で
あ
る
。
こ
の
両
極
端
（
二
辺
）
を
受
け
な
い
で
、
中

を
以
て
如
来
は
法
を
説
く
。
無
明
を
縁
と
し
て
諸
行
あ
り
、
諸
行
を
縁
と
し
て
識
あ
り
、
乃

至
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
唯
苦
な
る
蘊
身
の
集
起
が
あ
り
、
し
か
し
無
明
の
余
り
な
き
離
染

の
消
滅
よ
り
、
諸
行
の
滅
あ
り
、
諸
行
の
滅
よ
り
識
の
滅
あ
り
、
乃
至
こ
の
よ
う
に
し
て
こ

の
唯
苦
な
る
蘊
身
の
滅
は
お
こ
る
」
と
。

「
私
に
四
聖
諦
に
お
い
て
、
か
く
の
ご
と
く
三
転
十
二
相
に
、
如
実
成
智
見
が
明
ら
か
に
な

っ
た
ゆ
え
に
、
い
ま
私
は
一
切
の
人
々
に
む
か
っ
て
〝
私
は
無
上
等
正
覚
を
す
で
に
覚
証
し

て
い
る
〞
と
告
げ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
智
見
が
生
じ
た
〝
私
に
心
の
解
脱
は
決
定
し
た
。

こ
れ
は
最
後
の
生
で
あ
る
。
今
や
再
び
『
有
が
あ
る
と
思
う
こ
と
』
は
な
い
〞
」
と
。
こ
こ

で
も
ま
だ
〝
寿
〞
の
言
葉
は
出
な
い
。

ク
シ
ナ
ー

ラ 毘
舎
離

ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ

チ
ャ
ー
パ

ー
ラ
廟

王
舎
城

霊
鷲
山

祇
園
精
舎

ラ
マ
カ

ば
ら
も
ん

の
草
庵

舎
衛
国

鹿
野
苑

ミ
カ
ダ
ー
ヤ

「
大
般
涅
槃

経
」

「
遊
行
経
」

「
聖
求
経
」

「
化
迦
旃
延

経
」

「
転
法
輪
経
」

バ
ー
ラ
ナ

シ

五
比
丘
に
「
最
初
の
説
法
」（
初
転
法
輪
）
を
す
る
。﹇
阿
難
は
い
な
い
﹈「
比
丘
ら
よ
、
如

来
に
向
か
っ
て
名
を
以
て
、
あ
る
い
は
友
よ
の
言
葉
を
以
て
語
り
か
け
て
は
い
け
な
い
。
如

来(tathagata)

・
等
正
覚
者
は
応
供(arahant)

の
者
で
あ
る
」
と
。
最
初
の
如
来
の
名
乗
り

が
出
る
。

最
初
の

如
来
の

名
乗
り

仏
陀
伽
耶

か
ら
鹿
野

苑
へ
向
か

う
途
中

五
比
丘
の
処
に
向
か
う
途
中
一
旅
行
者
の
ウ
パ
カ
に
出
遇
う
。
そ
の
問
い
に
偈
で
独
白
の
よ

う
に
答
え
る
。「
わ
た
し
は
世
間
中
の
応
供
で
あ
る
。
わ
た
し
は
無
上
の
教
主
で
あ
る
。
わ

た
し
は
一
人
の
等
正
覚
者
で
あ
る
。
寂
静
涅
槃
に
到
達
し
て
い
る
。
冥
闇
の
世
間
に
不
死
の

鼓
を
打
た
ん
」
と
。
最
初
の
等
正
覚
者
の
名
乗
り
は
出
る
が
、
ま
だ
如
来
と
名
乗
っ
て
い
な

い
。
ま
た
不
死
の
言
葉
は
出
る
が
〝
寿
〞
は
出
な
い
。

最
初
の

等
正
覚

者
の
名

乗
り

﹇
聖
求
経
﹈

﹇
菩
提
樹
﹈

梵
天
の
「
世
尊
よ
、
法
を
説
き
た
ま
え
」
の
勧
請
に
う
な
が
さ
れ
て
、
法
を
説
く
決
意
を
し

て
、
ま
よ
い
が
断
た
れ
て
、
無
上
等
正
覚
の
自
覚
が
明
確
に
な
り
、
如
来
と
し
て
立
ち
上
が

り
法
旅
に
出
る
。
二
人
の
師
は
世
を
去
っ
て
い
た
の
で
、
五
比
丘
に
最
初
に
法
を
説
く
べ
く

バ
ー
ラ
ナ
シ
ー
に
向
か
う
。

説
法
の

決
意

仏
陀
伽
耶

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ

〝
無
上
等
正
覚(anuttara

sam
m
a-sam

bodhi)

を
覚
証(abhisam

buddha)

し
て
「
聖
な
る

願
望
」
が
成
清
さ
れ
て
、
無
上
安
穏
涅
槃
〞
に
到
達
し
た
。
そ
の
と
き
「
こ
の
法
は
深
く
微

妙
で
見
難
く
覚
り
難
い
の
で
、
愛
欲
の
悦
楽
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
人
に
は
見
え
な
い
で
あ
ろ

う
か
ら
、
私
を
理
解
し
な
か
っ
た
ら
人
々
に
は
苦
悩
が
あ
る
ば
か
り
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
私

の
心
は
無
関
心
に
傾
き
法
を
説
く
こ
と
に
傾
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
ま
よ
い
が
生
じ
た
。

成
道

開
覚

（
無
上

覚
の
覚

証
）

三
五

八

一
二

前
正
覚
山

ウ
ル
ベ
ー

ラ

二
人
の
師
﹇
ウ
ッ
ダ
カ
ラ
ー
マ
ブ
ッ
ダ

﹈
の
教
え
を
受
け
た
が
満
足
し
な
い
で
苦
行
を
修
す
る
。
そ
れ
か

ら
苦
行
を
捨
て
て
五
比
丘
と
別
れ
て
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
捧
げ
る
乳
粥
を
食
し
、
菩
提
樹
下
に
座

る
。

修
　
行

城

内
心
の
奥
深
く
か
ら
の「
聖
な
る
願
望
」に
う
な
が
さ
れ
て
出
家
す
る
。

出
　
家

二
九

伽
毘
羅
衛

カ
ビ
ラ
ヴ
ィ
ス
ツ

正
覚
し
て
い
な
い
菩
薩(bodhisatta)

で
あ
っ
た
と
き
「
聖
な
ら
ざ
る
願
望
」
が
あ
っ
た
。

藍
毘
尼

ル
ン
ビ
ニ

釈
迦
族(S

akya)

の
ゴ
ー
タ
マ(G

otam
a)

王
家
の
太
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
名
は
悉
達
多

(Siddhattha)

。

生
　
誕

一

八

四

前
四
六
六

原
始
経
典

場
　
所

内
　
　
　
　
容

項
　
目

世
寿

日

月

西
　
　
暦

【
資
料
３
】
如
来
・
応
供
・
等
正
覚
者
　
釈
尊

（4）

ア
ー
ラ
ー
ラ
カ
ー
ラ
ー
マ


